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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他のデータ処理装置が読み取った画像を印刷するデータ処理装置であって、
　前記他のデータ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第１の判定手段と、
　前記データ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第２の判定手段と、
　前記第１、第２の判定手段により、前記他のデータ処理装置が課金機能を有すると判定
された場合は、前記データ処理装置の課金機能の有無に係わらず、前記データ処理装置に
よる印刷処理と前記他のデータ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処理を、
前記他のデータ処理装置に行わせると決定し、前記他のデータ処理装置が課金機能を有さ
ず、かつ、前記データ処理装置が課金機能を有すると判定された場合は、前記データ処理
装置による印刷処理と前記他のデータ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処
理を、前記データ処理装置が行うと決定する決定手段と、
　前記データ処理装置が課金処理を行うと決定された場合は、前記課金処理を実行し、前
記他のデータ処理装置に行わせると決定した場合は、前記データ処理装置による前記課金
処理の実行を禁止するように制御する制御手段と、
　を有することを特徴とするデータ処理装置。
【請求項２】
　他のデータ処理装置が印刷するための画像を読み取るデータ処理装置であって、
　前記他のデータ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第１の判定手段と、
　前記データ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第２の判定手段と、
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　前記第１、第２の判定手段により、前記他のデータ処理装置が課金機能を有すると判定
された場合は、前記データ処理装置の課金機能の有無に係わらず、前記他のデータ処理装
置による印刷処理と前記データ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処理を、
前記他のデータ処理装置に行わせると決定し、前記他のデータ処理装置が課金機能を有さ
ず、かつ、前記データ処理装置が課金機能を有すると判定された場合は、前記他のデータ
処理装置による印刷処理と前記データ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処
理を、前記データ処理装置が行うと決定する決定手段と、
　前記データ処理装置が課金処理を行うと決定された場合は、前記課金処理を実行し、前
記他のデータ処理装置に行わせると決定した場合は、前記データ処理装置による前記課金
処理の実行を禁止するように制御する制御手段と、
　を有することを特徴とするデータ処理装置。
【請求項３】
　前記第１の判定手段は、前記他のデータ処理装置から受信した情報に基づいて、前記判
定を行うことを特徴とする請求項１又は２記載のデータ処理装置。
【請求項４】
　前記課金処理は、前記他のデータ処理装置が画像を読み取った回数、白黒読み取り、カ
ラー読み取り、前記データ処理装置が印刷する枚数、白黒印刷、カラー印刷、のうち少な
くとも１つの情報に基づいて行われることを特徴とする請求項１に記載のデータ処理装置
。
【請求項５】
　前記課金処理は、前記データ処理装置が画像を読み取った回数、白黒読み取り、カラー
読み取り、前記他のデータ処理装置が印刷する枚数，白黒印刷、カラー印刷、のうち、少
なくとも１つの情報に基づいて行われることを特徴とする請求項２に記載のデータ処理装
置。
【請求項６】
　他のデータ処理装置が読み取った画像を印刷するデータ処理装置の制御方法であって、
　前記他のデータ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第１の判定工程と、
　前記データ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第２の判定工程と、
　前記第１、第２の判定工程において前記他のデータ処理装置が課金機能を有すると判定
された場合は、前記データ処理装置の課金機能の有無に係わらず、前記データ処理装置に
よる印刷処理と前記他のデータ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処理を、
前記他のデータ処理装置に行わせると決定し、前記他のデータ処理装置が課金機能を有さ
ず、かつ、前記データ処理装置が課金機能を有すると判定された場合は、前記データ処理
装置による印刷処理と前記他のデータ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処
理を、前記データ処理装置が行うと決定する決定工程と、
　前記データ処理装置が課金処理を行うと決定された場合は、前記課金処理を実行し、前
記他のデータ処理装置に行わせると決定した場合は、前記データ処理装置による前記課金
処理の実行を禁止するように制御する制御工程と、
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項７】
　他のデータ処理装置が印刷するための画像を読み取るデータ処理装置の制御方法であっ
て、
　前記他のデータ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第１の判定工程と、
　前記データ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第２の判定工程と、
　前記第１、第２の判定工程において、前記他のデータ処理装置が課金機能を有すると判
定された場合は、前記データ処理装置の課金機能の有無に係わらず、前記他のデータ処理
装置による印刷処理と前記データ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処理を
、前記他のデータ処理装置に行わせると決定し、前記他のデータ処理装置が課金機能を有
さず、かつ、前記データ処理装置が課金機能を有すると判定された場合は、前記他のデー
タ処理装置による印刷処理と前記データ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金
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処理を、前記データ処理装置が行うと決定する決定工程と、
　前記データ処理装置が課金処理を行うと決定された場合は、前記課金処理を実行し、前
記他のデータ処理装置に行わせると決定した場合は、前記データ処理装置による前記課金
処理の実行を禁止するように制御する制御工程と、
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項８】
　請求項６または７のいずれか１項に記載の制御方法をデータ処理装置に実行させるため
の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、他のデータ処理装置が読み取った画像を印刷するデータ処理装置、およびそ
の制御方法に関する。
【０００２】
　また、本発明は、他のデータ処理装置が印刷するための画像を読み取るデータ処理装置
およびその制御方法に関する。
【０００３】
【従来の技術】
従来、画像データをスキャンするスキャン装置と、画像データを印刷する印刷装置とがネ
ットワークで接続され、上記スキャン装置によってスキャンされた画像データを、上記印
刷装置を指定して印刷する場合、上記印刷装置が、上記画像データ印刷について課金を行
う。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、従来の方式では、課金機能を具備していない印刷装置を指定して画像データ
を印刷した場合、スキャン装置が課金機能を具備していても、上記スキャン装置が上記印
刷に対して課金しないので、上記画像データの印刷に対して課金ができないという問題が
ある。
【０００５】
また、課金機能を具備しているスキャン装置が、印刷する場合に課金するように設定し、
課金機能を具備している印刷装置を指定して印刷すると、上記スキャン装置が上記印刷に
対して課金し、上記印刷装置も上記印刷に対して課金するので、上記印刷に対して二重に
課金してしまうという問題がある。
【０００６】
なお、上記問題は、ファクシミリ装置、コンピュータ、サーバ等、スキャン装置、印刷装
置以外のデータ処理装置がデータを処理し、この処理に対して課金する場合にも発生する
問題である。
【０００７】
本発明は、ネットワークに接続されたスキャナ、印刷装置において、上記スキャナで取り
込んだ画像データを、指定された印刷装置で印刷し、上記印刷について課金する場合、上
記スキャナと、上記印刷装置とのうちの少なくとも一方が課金機能を有していれば、必ず
課金することができ、また、上記スキャナ、上記印刷装置の両方が課金機能を有する場合
、二重課金を防止することを目的とする。
【０００８】
また、本発明は、ネットワークに接続された複数のデータ処理装置を使用して印刷等の処
理を行う場合、複数のデータ処理装置のうちの少なくとも１つの装置が課金機能を有して
いれば、適切な課金を行うことができるようにすることを目的とする。
【０００９】
また、複数の機器を利用した処理を行う場合の二重課金や課金忘れ等の課金処理のミスを
防止することを目的とする。
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【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、他のデータ処理装置が読み取った画像を印刷するデータ処理装置であって、
前記他のデータ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第１の判定手段と、前記デ
ータ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第２の判定手段と、前記第１、第２の
判定手段により、前記他のデータ処理装置が課金機能を有すると判定された場合は、前記
データ処理装置の課金機能の有無に係わらず、前記データ処理装置による印刷処理と前記
他のデータ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処理を、前記他のデータ処理
装置に行わせると決定し、前記他のデータ処理装置が課金機能を有さず、かつ、前記デー
タ処理装置が課金機能を有すると判定された場合は、前記データ処理装置による印刷処理
と前記他のデータ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処理を、前記データ処
理装置が行うと決定する決定手段と、前記データ処理装置が課金処理を行うと決定された
場合は、前記課金処理を実行し、前記他のデータ処理装置に行わせると決定した場合は、
前記データ処理装置による前記課金処理の実行を禁止するように制御する制御手段とを有
することを特徴とするデータ処理装置である。
【００１１】
　本発明は、他のデータ処理装置が印刷するための画像を読み取るデータ処理装置であっ
て、前記他のデータ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第１の判定手段と、前
記データ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第２の判定手段と、前記第１、第
２の判定手段により、前記他のデータ処理装置が課金機能を有すると判定された場合は、
前記データ処理装置の課金機能の有無に係わらず、前記他のデータ処理装置による印刷処
理と前記データ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処理を、前記他のデータ
処理装置に行わせると決定し、前記他のデータ処理装置が課金機能を有さず、かつ、前記
データ処理装置が課金機能を有すると判定された場合は、前記他のデータ処理装置による
印刷処理と前記データ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処理を、前記デー
タ処理装置が行うと決定する決定手段と、前記データ処理装置が課金処理を行うと決定さ
れた場合は、前記課金処理を実行し、前記他のデータ処理装置に行わせると決定した場合
は、前記データ処理装置による前記課金処理の実行を禁止するように制御する制御手段と
を有することを特徴とするデータ処理装置である。
【００１４】
　本発明は、他のデータ処理装置が読み取った画像を印刷するデータ処理装置の制御方法
であって、前記他のデータ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第１の判定工程
と、前記データ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第２の判定工程と、前記第
１、第２の判定工程において前記他のデータ処理装置が課金機能を有すると判定された場
合は、前記データ処理装置の課金機能の有無に係わらず、前記データ処理装置による印刷
処理と前記他のデータ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処理を、前記他の
データ処理装置に行わせると決定し、前記他のデータ処理装置が課金機能を有さず、かつ
、前記データ処理装置が課金機能を有すると判定された場合は、前記データ処理装置によ
る印刷処理と前記他のデータ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処理を、前
記データ処理装置が行うと決定する決定工程と、前記データ処理装置が課金処理を行うと
決定された場合は、前記課金処理を実行し、前記他のデータ処理装置に行わせると決定し
た場合は、前記データ処理装置による前記課金処理の実行を禁止するように制御する制御
工程とを有することを特徴とする制御方法である。
　さらに、本発明は、他のデータ処理装置が印刷するための画像を読み取るデータ処理装
置の制御方法であって、前記他のデータ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第
１の判定工程と、前記データ処理装置が課金機能を有するか否かを判定する第２の判定工
程と、前記第１、第２の判定工程において、前記他のデータ処理装置が課金機能を有する
と判定された場合は、前記データ処理装置の課金機能の有無に係わらず、前記他のデータ
処理装置による印刷処理と前記データ処理装置による画像読み取り処理とに対する課金処
理を、前記他のデータ処理装置に行わせると決定し、前記他のデータ処理装置が課金機能
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を有さず、かつ、前記データ処理装置が課金機能を有すると判定された場合は、前記他の
データ処理装置による印刷処理と前記データ処理装置による画像読み取り処理とに対する
課金処理を、前記データ処理装置が行うと決定する決定工程と、前記データ処理装置が課
金処理を行うと決定された場合は、前記課金処理を実行し、前記他のデータ処理装置に行
わせると決定した場合は、前記データ処理装置による前記課金処理の実行を禁止するよう
に制御する制御工程とを有することを特徴とする制御方法である。
【００１５】
【発明の実施の形態および実施例】
［第１の実施例］
図１は、本発明の第１の実施例であるリモートコピーシステムＲＳの構成を示す図である
。
【００１６】
リモートコピーシステムＲＳは、外部ネットワーク３００が、印刷装置（プリンタ）１０
０とスキャナ２００とを接続することによって構成される。
【００１７】
プリンタ１００は、たとえば、レーザビームプリンタやインクジェットプリンタであって
、外部ネットワーク３００から供給される印刷情報等を入力し、記憶するとともに、上記
印刷情報等に対応する文字パターン等を作成し、記録媒体である記録紙等に像を形成する
ものである。
【００１８】
また、プリンタ１００は、外部メモリ１０８と、印刷部１０９と、操作部（パネル）１１
０と、プリンタ制御ユニット１２０とを有する。なお、操作パネル１１０は、操作のため
の各種スイッチやＬＥＤ表示器等を有する。
【００１９】
プリンタ制御ユニット１２０は、プリンタ全体を制御するとともに、外部装置から供給さ
れる文字情報等を解析するものである。そして、プリンタ制御ユニット１２０は、文字情
報に対応する文字パターンをビデオ信号に変換し、印刷部１０９へ送るものである。
【００２０】
また、プリンタ制御ユニット１２０は、ＣＰＵ１０１と、ＲＡＭ１０２と、ＲＯＭ１０３
と、メモリコントローラ（ＭＣ）１０５と、印刷部インタフェース（Ｉ／Ｆ）１０６と、
信号の入力、出力を行うＩ／Ｏ１０７とを有し、ＣＰＵ１０１～Ｉ／Ｏ１０７は、システ
ムバス１０４によって接続されている。
【００２１】
ＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０３内のプログラム用ＲＯＭに記憶されている後述する処理等
を行う制御プログラムや外部メモリ１０８に記憶された制御プログラム等に基づいて、シ
ステムバス１０４に接続されている各種のデバイスヘのアクセスを総合的に制御するもの
である。
【００２２】
また、ＣＰＵ１０１は、印刷部インタフェース１０６を介して接続されている印刷部１０
９に、出力情報として画像信号を出力し、印刷部１０９に画像信号を印刷させる。なお、
ＲＯＭ１０３内のデータＲＯＭには、プリンタ１００が課金機能を有している否かを示す
課金機能情報等が記憶されている。
【００２３】
また、印刷装置１００は、Ｉ／Ｏ１０７を介してスキャナ２００等の外部装置と通信する
ことができるようになっている。
【００２４】
ＲＡＭ１０２は、ＣＰＵ１０１の主メモリ・ワークエリア等として機能するＲＡＭである
。また、ＲＡＭ１０２は、課金の禁止または許可を設定する信号を記憶する課金設定バッ
ファを有する。メモリコントローラ１０５は、外部メモリ１０８へのアクセスを制御する
ものである。
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【００２５】
スキャナ２００は、ＣＣＤ等のイメージセンサによって、原稿画像を光電的に読み取るス
キャン装置であり、Ｉ／Ｏ２０５を介して外部ネットワーク３００と接続されている。
【００２６】
また、スキャナ２００は、スキャナ部２０８と、操作部２０９と、スキャナ制御ユニット
２２０とを有する。なお、操作部（パネル）２０９は、操作のための各種スイッチやＬＥ
Ｄ表示器等を有する。
【００２７】
スキャナ制御ユニット２２０は、スキャナ２００全体を制御するものである。また、スキ
ャナ制御ユニット２２０は、スキャナ部２０８でスキャンした画像データをビデオ信号と
して受け取り、画像処理した後に、Ｉ／Ｏ２０５を介して、上記画像データを外部ネット
ワーク３００に送出するものである。
【００２８】
また、スキャナ制御ユニット２２０は、ＣＰＵ２０１と、ＲＡＭ２０２と、ＲＯＭ２０３
と、Ｉ／Ｏ２０５と、スキャナ部インタフェース（Ｉ／Ｆ）２０６と、画像処理部２０７
とを有し、ＣＰＵ２０１～画像処理部２０７は、システムバス２０４によって接続されて
いる。
【００２９】
ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０３内のプログラム用ＲＯＭに記憶されている後述する処理等
を行う制御プログラムやＲＡＭ２０２に記憶されている制御プログラム等に基づいて、シ
ステムバス２０４に接続されている各種のデバイスヘのアクセスを総合的に制御するもの
である。
【００３０】
ＲＯＭ２０３内のデータＲＯＭには、スキャナ２００が課金機能を有しているか否かを示
す課金機能情報等が記憶されている。
【００３１】
ＲＡＭ２０２は、ＣＰＵ２０１の主メモリやワークエリア等として機能するＲＡＭである
。また、ＲＡＭ２０２は、課金の禁止または許可を設定する信号を記憶する課金設定バッ
ファを有する。
【００３２】
スキャナ部Ｉ／Ｆ２０６は、スキャナ部２０８によってスキャンされた画像データを入力
する。画像処理部２０７は、スキャナ部Ｉ／Ｆ２０６を介して入力された上記画像データ
について、データ圧縮と、解像度変換と、拡大／縮小と、クリッピングおよび多値・２値
変換等との画像処理のうちの少なくとも１つの処理を実行するものである。そして、画像
処理部２０７によって画像処理された画像データは、Ｉ／Ｏ２０５を介して、外部ネット
ワーク３００へ送出されるようになっている。
【００３３】
次に、リモートコピーシステムＲＳにおいて、スキャナ２００と、プリンタ１００とがリ
モートコピーを行う場合における課金制御等の動作について説明する。
【００３４】
図２は、リモートコピーを行う場合におけるスキャナ２００の動作を示すフローチャート
である。
【００３５】
先ず、リモートコピーシステムＲＳの使用者が、スキャナ２００に設けられている操作部
２０９を操作することによって、リモートコピーを行うことが、プリンタ１００へ指示さ
れる。なお、操作部２０９が指示する代わりに、ネットワーク３００上に存在するホスト
コンピュータ（図には示していない）やプリンタ１００の操作部１１０を用いて、リモー
トコピーを行うことをプリンタ１００へ指示するようにしてもよい。また、スキャナ２０
０のＲＡＭ２０２に含まれる課金設定バッファには、課金許可の情報が書き込まれている
ものとする。
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【００３６】
続いて、スキャナ２００のＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０３内のデータＲＯＭに含まれてい
る課金機能情報に基づいて、スキャナ２００が課金機能を有するか否かを判断し、この判
断結果をプリンタ１００に通知する（Ｓ２２）。
【００３７】
次に、スキャナ部２０８で画像をスキャンし、このスキャンした画像データに画像処理部
２０７で画像処理した後、この画像処理された画像データをプリンタ１００へ転送する（
Ｓ２３）。
【００３８】
続いて、スキャナ２００のＣＰＵ２０１は、課金処理を行う（Ｓ２４）。
【００３９】
次に、スキャナ２００による課金処理の動作を説明する。
【００４０】
図３は、プリンタ１００、スキャナ２００が行う課金処理の動作を示すフローチャートで
ある。
【００４１】
スキャナ２００が課金処理を実行する場合、ＣＰＵ２０１が、ＲＯＭ２０３に含まれてい
る課金機能情報に基づいて、スキャナ２００が課金機能を有しているか否かを判断する（
Ｓ３２）。
【００４２】
スキャナ２００が課金機能を有していなければ、課金を行わずに課金処理を終了し（Ｓ３
６）、スキャナ２００が課金機能を有していれば、ＲＡＭ２０２に含まれる課金設定バッ
ファの情報を参照して、スキャナ２００が課金を行うか否かを判断する（Ｓ３３）。
【００４３】
次に、スキャナ２００による課金が禁止されている場合（Ｓ３３）は、課金を行わずに課
金処理を終了し（Ｓ３６）、スキャナ２００による課金が許可されている場合（Ｓ３３）
は、スキャナ２００に含まれている課金機能を使用して課金を行う（Ｓ３４）。
【００４４】
続いて、スキャナ２００のＲＡＭ２０２に含まれる課金設定バッファに課金許可の情報を
書き込み、動作を終了する（Ｓ３５、Ｓ３６）。
【００４５】
図４は、リモートコピーを行う場合におけるプリンタ１００の動作を示すフローチャート
である。
【００４６】
外部ネットワーク３００を介して、スキャナ２００、ホストコンピュータまたは操作部１
１０から、リモートコピーによる印刷指示を、プリンタ１００が受ける。なお、ＲＡＭ１
０２に含まれる課金設定バッファには、課金許可の情報が書き込まれているものとする。
【００４７】
続いて、ＣＰＵ１０１は、スキャナ２００から課金機能の有無を示す信号が送られてきた
か否かを判断し（Ｓ４２）、課金機能の有無を示す信号が送られてきたことを受信すると
、続いて、上記受信した信号に基づいて、スキャナ２００が課金機能を有するか否かを判
断する（Ｓ４３）。
【００４８】
スキャナ２００が課金機能を有していれば（Ｓ４３）、ＲＡＭ１０２に含まれている課金
設定バッファに課金禁止を示す情報を書き込み（Ｓ４４）、続いて、スキャナ２００から
送られてきた画像データを受信し、上記受信した画像データを印刷部１０９で印刷する（
Ｓ４５）。
【００４９】
一方、スキャナ２００が課金機能を有していなければ（Ｓ４３）、スキャナ２００から送
られてきた画像データを受信し、上記受信した画像データを印刷部１０９で印刷する（Ｓ
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４５）。また、スキャナ２００から、課金機能の有無を示す信号が送られてこない場合、
スキャナ２００が課金機能を有していないものと判断する。
【００５０】
続いて、プリンタ１００のＣＰＵ１０１は、課金処理を行う（Ｓ４６）。
【００５１】
次に、プリンタ１００における課金処理の動作を、図３を用いて説明する。
【００５２】
プリンタ１００が課金処理を実行する場合、ＣＰＵ１０１が、ＲＯＭ１０３に含まれてい
る課金機能情報に基づいて、プリンタ１００が課金機能を有しているか否かを判断する（
Ｓ３２）。
【００５３】
続いて、プリンタ１００が課金機能を有していなければ、課金を行わずに課金処理を終了
し（Ｓ３６）、一方、プリンタ１００が課金機能を有していれば、ＲＡＭ１０２に含まれ
る課金設定バッファの情報を参照し、プリンタ１００が課金を行うか否かを判断する（Ｓ
３３）。
【００５４】
プリンタ１００による課金が禁止されている場合（Ｓ３３）は、課金を行わずに課金処理
を終了し（Ｓ３６）、プリンタ１００による課金が許可されている場合（Ｓ３３）は、プ
リンタ１００に含まれている課金機能を使用して課金を行う（Ｓ３４）。
【００５５】
続いて、プリンタ１００のＲＡＭ１０２に含まれる課金設定バッファに課金許可の情報を
書き込み、動作を終了する（Ｓ３５、Ｓ３６）。
【００５６】
上記第１の実施例によれば、ネットワークに接続されたスキャナ２００、プリンタ１００
において、スキャナ２００が取り込んだ画像データを、プリンタ１００を指定して印刷し
、上記印刷に対して課金する場合、プリンタ１００と、スキャナ２００とのうちの少なく
とも一方に課金機能があれば、課金を行うことができる。
【００５７】
また、スキャナ２００が課金機能を有している場合は、スキャナの課金機能を優先するの
で、確実に課金を行うことができる。
【００５８】
すなわち、スキャナ２００が課金機能を有し、プリンタ１００が課金機能を有しない場合
には、スキャナ２００で課金を行うことができる。また、スキャナ２００が課金機能を有
し、プリンタ１００も課金機能を有する場合には、スキャナ２００が課金を行い、プリン
タ１００による課金は禁止され、プリンタ１００が課金処理しないので、二重課金を防止
することができる。また、スキャナ２００が課金機能を有さず、プリンタ１００が課金機
能を有する場合には、プリンタ１００が課金処理する。
【００５９】
［第２の実施例］
第２の実施例は、第１の実施例において、ステップＳ２３とステップＳ２２との順序を入
れ換えた例である。すなわち、スキャナ２００は、画像データを転送した（Ｓ２３）後に
、課金能力の有無の通知を行う（Ｓ２２）。
【００６０】
　この場合、プリンタ１００は、スキャナ２００が課金機能の有無を示す信号を受信した
か否かを判断する（Ｓ４２）前に、画像データの受信と印刷処理（Ｓ４５）とを行う。
【００６１】
このようにしても、プリンタ１００と、スキャナ２００とのうちの少なくとも一方に課金
機能があれば、課金を行うことができる。
【００６２】
［第３の実施例］
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図５は、本発明の第３の実施例において、リモートコピーを行う場合におけるスキャナ２
００の動作を示すフローチャートである。
【００６３】
なお、本実施例においてもネットワーク構成、装置構成は第１の実施例と同じである。
【００６４】
先ず、リモートコピーシステムＲＳの使用者が、スキャナ２００に設けられている操作部
２０９を操作することによって、リモートコピーを行うことがプリンタ１００へ指示され
る。なお、操作部２０９が指示する代わりに、ネットワーク３００上に存在するホストコ
ンピュータ（図には示していない）やプリンタ１００の操作部１１０を用いて、リモート
コピーを行うことをプリンタ１００へ指示するようにしてもよい。また、スキャナ２００
のＲＡＭ２０２に含まれる課金設定バッファには、課金許可の情報が書き込まれているも
のとする。
【００６５】
続いて、スキャナ２００のＣＰＵ２０１は、プリンタ１００から課金機能の有無を示す信
号が送られてきたか否かを判断し（Ｓ５２）、課金機能の有無を示す信号が送られてきた
ことを受信すると、続いて、上記受信した信号に基づいて、プリンタ１００が課金機能を
有するか否かを判断する（Ｓ５３）。
【００６６】
プリンタ１００が課金機能を有していれば（Ｓ５３）、ＲＡＭ２０２に含まれている課金
設定バッファに課金禁止を示す情報を書き込み（Ｓ５４）、続いて、スキャナ部２０８で
画像をスキャンし、このスキャンした画像データについて画像処理部２０７で画像処理し
た後、この画像処理された画像データをプリンタ１００へ転送する（Ｓ５５）。
【００６７】
一方、プリンタ１００が課金機能を有していなければ（Ｓ５３）、スキャナ部２０８が画
像をスキャンし、このスキャンした画像データについて画像処理部２０７で画像処理した
後、この画像処理された画像データをプリンタ１００へ転送する（Ｓ５５）。また、プリ
ンタ１００から課金機能の有無を示す信号が送られてこない場合、スキャナ２００が課金
機能を有していないものと判断する。
【００６８】
続いて、スキャナ２００のＣＰＵ２０１は、図３に示す課金処理を行う（Ｓ５６）。
【００６９】
次に、スキャナ２００における課金処理の動作を、図３を用いて説明する。
【００７０】
スキャナ２００が課金処理を実行する場合、ＣＰＵ２０１が、ＲＯＭ２０３に含まれてい
る課金機能情報に基づいて、スキャナ２００が課金機能を有しているか否かを判断する（
Ｓ３２）。
【００７１】
続いて、スキャナ２００が課金機能を有していなければ、課金を行わずに課金処理を終了
し（Ｓ３６）、一方、スキャナ２００が課金機能を有していれば、ＲＡＭ２０２に含まれ
る課金設定バッファの情報を参照して、スキャナ２００が課金を行うか否かを判断する（
Ｓ３３）。
【００７２】
スキャナ２００による課金が禁止されている場合（Ｓ３３）は、課金を行わずに課金処理
を終了し（Ｓ３６）、スキャナ２００による課金が許可されている場合（Ｓ３３）は、ス
キャナ２００に含まれている課金機能を使用して課金を行う（Ｓ３４）。
【００７３】
続いて、スキャナ２００のＲＡＭ２０２に含まれる課金設定バッファに課金許可の情報を
書き込み、動作を終了する（Ｓ３５、Ｓ３６）。
【００７４】
図６は、第３の実施例におけるリモートコピーを行う場合におけるプリンタ１００の動作
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を示すフローチャートである。
【００７５】
プリンタ１００が、リモートコピーによる印刷指示を、外部ネットワーク３００を介して
、スキャナ２００、ホストコンピュータまたは操作部１１０から受ける。なお、プリンタ
１００のＲＡＭ１０２に含まれる課金設定バッファには、課金許可の情報が書き込まれて
いるものとする。
【００７６】
続いて、プリンタ１００のＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０３内のデータＲＯＭに含まれてい
る課金機能情報に基づいて、プリンタ１００が課金機能を有するか否かを判断し、この判
断結果をスキャナ２００に通知する（Ｓ６２）。
【００７７】
次に、スキャナ２００から送られてきた画像データを受信し、上記受信した画像データを
印刷部１０９で印刷する（Ｓ６３）。
【００７８】
続いて、プリンタ１００のＣＰＵ１０１は、図３に示す課金処理を行う（Ｓ６４）。
【００７９】
次に、プリンタ１００による課金処理の動作を、図３を用いて説明する。
【００８０】
プリンタ１００が課金処理を実行する場合、ＣＰＵ１０１が、ＲＯＭ１０３に含まれてい
る課金機能情報に基づいて、プリンタ１００が課金機能を有しているか否かを判断する（
Ｓ３２）。
【００８１】
プリンタ１００が課金機能を有していなければ、課金を行わずに課金処理を終了し（Ｓ３
６）、プリンタ１００が課金機能を有していれば、ＲＡＭ１０２に含まれる課金設定バッ
ファの情報を参照して、プリンタ１００が課金を行うか否かを判断する（Ｓ３３）。
【００８２】
次に、プリンタ１００による課金が禁止されている場合（Ｓ３３）は、課金を行わずに課
金処理を終了し（Ｓ３６）、プリンタ１００による課金が許可されている場合（Ｓ３３）
は、プリンタ１００に含まれている課金機能を使用して課金を行う（Ｓ３４）。
【００８３】
続いて、プリンタ１００のＲＡＭ１０２に含まれる課金設定バッファに課金許可の情報を
書き込み、動作を終了する（Ｓ３５、Ｓ３６）。
【００８４】
上記第３の実施例によれば、ネットワークに接続されたスキャナ２００、プリンタ１００
において、スキャナ２００が取り込んだ画像データを、プリンタ１００を指定して印刷し
、上記印刷に対して課金する場合、プリンタ１００と、スキャナ２００とのうちの少なく
とも一方に課金機能があれば、課金を行うことができる。
【００８５】
すなわち、プリンタ１００が課金機能を有し、スキャナ２００が課金機能を有しない場合
には、プリンタ１００が課金を行う。また、プリンタ１００が課金機能を有し、スキャナ
２００も課金機能を有する場合には、プリンタ１００が課金を行い、スキャナ２００によ
る課金は禁止され、スキャナ２００が課金処理しないので、二重課金を防止することがで
きる。また、プリンタ１００が課金機能を有さず、スキャナ２００が課金機能を有する場
合には、スキャナ２００が課金を行う。
【００８６】
［第４の実施例］
第４の実施例は、第３の実施例において、ステップＳ５５を、ステップＳ５２の前に実行
するようにした例である。すなわち、スキャナ２００は、画像データを転送した（Ｓ５５
）後に、プリンタ１００の課金能力の有無を判断する。すなわち、プリンタ１００から課
金機能の有無を示す信号が送られてきたか否かを判断する（Ｓ５２）前に、スキャナ部２
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０８で画像をスキャンし、このスキャンした画像データについて画像処理部２０７で画像
処理した後、この画像処理された画像データをプリンタ１００へ転送する処理（Ｓ５５）
を実行する。
【００８７】
この場合、プリンタ１００は、ＲＯＭ１０３内のデータＲＯＭに含まれる課金機能情報に
基づいて、プリンタ１００が課金機能を有するか否かを判断し、この判断の結果をスキャ
ナ２００に通知する（Ｓ６２）前に、スキャナ２００から送られてきた画像データを受信
し、上記受信した画像データを印刷部１０９で印刷する（Ｓ６３）。
【００８８】
このようにしても、プリンタ１００と、スキャナ２００とのうちの少なくとも一方に課金
機能があれば、課金を行うことができる。
【００８９】
［第５の実施例］
上記各実施例の構成において、課金機能情報をプリンタ１００およびスキャナ２００のＲ
ＯＭ上に配置しているが、第５の実施例では、上記課金機能情報をＲＡＭ上に配置する。
すなわち、プリンタ１００、スキャナ２００のシステム立ち上げ時に、課金機能の有無を
チェックし、このチェックされた課金機能の有無を示す課金機能情報をＲＡＭに記憶する
ようにしてもよい。
【００９０】
なお、上記各実施例において、プリンタ１００は、課金機能を具備し、スキャナに接続さ
れる印刷装置において、上記接続されたスキャナが課金機能を具備しているか否かを判別
する判別手段と、上記判別手段が、上記スキャナが課金機能を具備していると判別した場
合、上記スキャナと、上記印刷装置とのうちの一方が、課金する旨を設定する課金機能設
定手段と、上記スキャナが課金する旨が、上記課金機能設定手段によって設定された場合
、上記スキャナが課金する旨を、上記スキャナに通知する通知手段とを有する印刷装置の
例である。
【００９１】
また、プリンタ１００は、スキャナに接続される印刷装置において、上記接続されたスキ
ャナが課金機能を具備しているか否かを判別する判別手段と、上記判別手段が、上記スキ
ャナが課金機能を具備していると判別した場合、上記スキャナが課金する旨を設定する課
金機能設定手段と、上記スキャナが課金する旨が、上記課金機能設定手段によって設定さ
れた場合、上記スキャナが課金する旨を、上記スキャナに通知する通知手段とを有する印
刷装置の例である。
【００９２】
また、スキャナ２００は、課金機能を具備し、印刷装置に接続されるスキャナにおいて、
上記接続された印刷装置が課金機能を具備しているか否かを判別する判別手段と、上記判
別手段が、上記印刷装置が課金機能を具備していないと判別した場合、上記スキャナが課
金を行い、上記判別手段が、上記印刷装置が課金機能を具備していると判別した場合、上
記印刷装置と、上記スキャナとのうちの一方が、課金する旨を設定する課金機能設定手段
と、上記印刷装置が課金する旨が、上記課金機能設定手段によって設定された場合、上記
印刷装置が課金する旨を、上記印刷装置に通知する通知手段とを有するスキャナの例であ
る。
【００９３】
［第６の実施例］
第６の実施例は、上記各実施例において課金を行う場合、この課金の金額を、原稿のスキ
ャン枚数、画像の印刷枚数等に基づいて決定する例である。
【００９４】
本実施例において、リモートコピーシステムＲＳａ（図示せず）は、リモートコピーシス
テムＲＳとほぼ同様に構成されている。そして、プリンタ１００ａ（図示せず）とスキャ
ナ２００ａ（図示せず）とによって、原稿のスキャン、このスキャンによって得られた画
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像データを印刷する等のデータ処理を行い、これらのデータ処理に応じて課金するように
なっている。
【００９５】
なお、リモートコピーシステムＲＳａにおいて、プリンタ１００ａとスキャナ２００ａと
の動作のみが、リモートコピーシステムＲＳとは異なる。
【００９６】
すなわち、プリンタ１００ａは、プログラムＲＯＭ１０３とは異なる制御プログラムを格
納しているプログラムＲＯＭ１０３ａ（図示せず）と、この格納している制御プログラム
に基づいて動作するＣＰＵ１０１ａ（図示せず）とを具備する。
【００９７】
ここで、ＲＯＭ１０３ａは、スキャナ２００ａが課金処理を行うか否かを判別し、この判
別結果に応じて、原稿の読み取り、画像データの印刷についての課金処理を実行するよう
に、プリンタ１００ａを制御するプログラム等を格納している。
【００９８】
また、スキャナ２００ａは、プログラムＲＯＭ２０３とは異なる制御プログラムを格納し
ているプログラムＲＯＭ２０３ａ（図示せず）と、この格納している制御プログラムに基
づいて動作するＣＰＵ２０１ａ（図示せず）とを具備する。
【００９９】
ここで、ＲＯＭ２０３ａは、プリンタ１００ａに、課金処理を行うか否かを示す情報を通
知し、この通知した情報に応じて、原稿の読み取り、画像データの印刷についての課金処
理を実行するように、スキャナ２００ａを制御するプログラム等を格納している。
【０１００】
次に、スキャナ２００ａがリモートコピーを行う場合の動作について説明する。
【０１０１】
図７は、第６の実施例において、リモートコピーを行う場合におけるスキャナ２００ａの
動作を示すフローチャートである。
【０１０２】
なお、図７において、図２と同一の符号が付されている処理は、図２における処理と同じ
処理である。
【０１０３】
先ず、リモートコピーシステムＲＳの使用者によって、リモートコピーの指示が行われる
と、スキャナ２００ａのＣＰＵ２０１ａは、ＲＯＭ２０３ａ内のデータＲＯＭに含まれて
いる課金機能情報に基づいて、スキャナ２００ａが課金機能を有するか否かを判別し、こ
の判別結果をプリンタ１００ａに通知する（Ｓ２２）。ここで、課金機能を有する場合、
スキャナ２００ａが課金処理を実行する旨の情報を、プリンタ１００ａに通知する。
【０１０４】
続いて、課金情報として、上記リモートコピーにおいて、スキャナ２００ａが何回スキャ
ンを行うかを示すスキャン回数情報（画像を読み取った回数を示す情報）を、プリンタ１
００ａに通知する（Ｓ７１）。なお、スキャナ２００ａのスキャン回数として、スキャナ
２００ａにセットされた原稿を、スキャナ２００ａがカウントした枚数、または、ユーザ
によって指定された原稿の枚数を採用することができる。
【０１０５】
また、上記スキャン回数情報を、白黒読み取りする回数情報とカラー読み取りする回数情
報とに分けて通知してもよい。
【０１０６】
次に、プリンタ１００ａから、課金情報を受信するまで待機し（Ｓ７２）、上記課金情報
を受信した場合、この課金情報に応じて、原稿をスキャンし（読み取り）、上記スキャン
によって得た画像データに、画像処理部２０７で画像処理した後、この画像処理された画
像データをプリンタ１００ａへ転送する（Ｓ２３）。
【０１０７】
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続いて、後述する課金処理を行う（Ｓ７３）。
【０１０８】
ここで、ステップＳ７２において、プリンタ１００ａから受信した上記課金情報は、プリ
ンタ１００ａが、スキャナ２００ａから受け取った画像データについて、白黒印刷を行う
か、またはカラー印刷を行うかを示す情報である。
【０１０９】
そして、プリンタ１００ａから通知された課金情報が白黒印刷を行う情報である場合、ス
キャナ２００ａは、原稿を白黒でスキャンし、一方、プリンタ１００ａから通知された課
金情報がカラー印刷を行う情報である場合、スキャナ２００ａは、原稿をカラーでスキャ
ンする。
【０１１０】
また、ステップＳ７２において、プリンタ１００ａから受信した上記課金情報には、プリ
ンタ１００ａが画像を印刷する枚数を示す情報も含まれる。なお、上記印刷する枚数を、
カラー印刷する枚数と、白黒印刷する枚数とに分けて受信してもよい。
【０１１１】
次に、スキャナ２００ａによる課金処理の動作を説明する。
【０１１２】
図８は、プリンタ１００ａ、スキャナ２００ａが課金処理を行う場合の動作を示すフロー
チャートである。
【０１１３】
なお、図８において、図３と同一の符号が付されている処理は、図３における処理と同じ
処理である。
【０１１４】
スキャナ２００ａは、スキャナ２００ａに課金機能がない場合、または、スキャナ２００
ａによる課金が禁止されている場合には（Ｓ３２、Ｓ３３）、課金を行わずに処理を終了
する。
【０１１５】
スキャナ２００ａに課金機能があり、かつ、スキャナ２００ａによる課金が許可されてい
る場合（Ｓ３２、Ｓ３３）には、スキャナ２００ａがスキャンした原稿の枚数を示す情報
と、プリンタ１００ａが画像を印刷した枚数を示す情報とのうちの少なくとも一方の情報
に基づいて、課金額を決定する（Ｓ８１）。
【０１１６】
なお、スキャナ２００ａがスキャンした原稿の枚数を示す情報は、白黒スキャンの回数を
示す情報と、カラースキャンの回数を示す情報とのうちの少なくとも一方の情報であるも
のとする。
【０１１７】
また、プリンタ１００ａが印刷した画像の枚数を示す情報は、白黒印刷の回数を示す情報
と、カラー印刷の回数を示す情報とのうちの少なくとも一方の情報であるものとする。
【０１１８】
たとえば、スキャナ２００ａがスキャンした回数をＮ回、プリンタ１００ａが印刷した枚
数をＭ枚とすると、課金額は、「Ｎ回×スキャンの単価＋Ｍ枚×プリント出力の単価」と
いう式で決定される。
【０１１９】
そして、上記スキャンの単価を、白黒スキャンかカラースキャンかによって異なる単価と
してもよい。また、上記プリント出力（印刷）の単価を、白黒プリントかカラープリント
かによって異なる単価としてもよい。
【０１２０】
そして、上記決定した金額で課金処理を行い（Ｓ３４）、スキャナ２００ａのＲＡＭ２０
２に含まれる課金設定バッファに課金許可の情報を書き込み、動作を終了する（Ｓ３５、
Ｓ３６）。



(14) JP 4822602 B2 2011.11.24

10

20

30

40

50

【０１２１】
次に、プリンタ１００ａがリモートコピーを行う場合の動作について説明する。
【０１２２】
図９は、第６の実施例において、リモートコピーを行う場合におけるプリンタ１００ａの
動作を示すフローチャートである。
【０１２３】
なお、図９において、図４と同一の符号が付されている処理は、図４における処理と同じ
処理である。
【０１２４】
プリンタ１００ａがリモートコピーによる印刷指示をうけると、スキャナ２００ａから課
金機能の有無を示す信号が送られてきたか否かを判断し（Ｓ４２）、課金機能の有無を示
す信号を受信すると、スキャナ２００ａからの課金情報を受信するまで待機し（Ｓ９１）
、スキャナ２００ａからの課金情報を受信すると、プリンタ１００ａの課金情報として、
リモートコピーによる印刷を白黒で行うのかまたはカラーで行うのかをスキャナ２００ａ
へ通知する（Ｓ９２）。この場合、上記課金情報には、プリンタ１００ａが画像を印刷す
る枚数を示す情報も含まれる。なお、上記印刷する枚数を、カラー印刷する枚数と、白黒
印刷する枚数とに分けて通知してもよい。
【０１２５】
上記通知が終わると、ステップＳ４２で受信した信号に基づいて、スキャナ２００ａが課
金機能を有し、課金処理を実行するか否かを判別する（Ｓ４３）。
【０１２６】
スキャナ２００ａが課金機能を有していれば（Ｓ４３）、ＲＡＭ１０２に含まれている課
金設定バッファに課金禁止を示す情報を書き込み（Ｓ４４）、スキャナ２００ａから送ら
れてきた画像データを受信し、印刷部１０９で印刷する（Ｓ４５）。
【０１２７】
一方、スキャナ２００ａが課金機能を有していなければ（Ｓ４３）、スキャナ２００ａか
ら送られてきた画像データを受信し、印刷部１０９で印刷する（Ｓ４５）。
【０１２８】
上記印刷が終了すると、プリンタ１００ａは課金処理を行い（Ｓ９３）、動作を終了する
（Ｓ４７）。
【０１２９】
次に、プリンタ１００ａにおける課金処理の動作を、図８を用いて説明する。
【０１３０】
プリンタ１００ａは、プリンタ１００ａに課金機能がない場合、または、プリンタ１００
ａによる課金が禁止されている場合には（Ｓ３２、Ｓ３３）、課金を行わずに処理を終了
する。
【０１３１】
プリンタ１００ａに課金機能があり、かつ、プリンタ１００ａによる課金が許可されてい
る場合（Ｓ３２、Ｓ３３）には、スキャナ２００ａがスキャンした原稿の枚数を示す情報
と、プリンタ１００ａが画像を印刷した枚数を示す情報とのうちの少なくとも一方の情報
に基づいて、課金額を決定する（Ｓ８１）。
【０１３２】
なお、上記課金額の決定は、スキャナ２００ａが課金額を決定する場合と同様に行われる
。
【０１３３】
そして、上記決定した金額で課金処理を行い（Ｓ３４）、プリンタ１００ａのＲＡＭ１０
２に含まれる課金設定バッファに課金許可の情報を書き込み、動作を終了する（Ｓ３５、
Ｓ３６）。
【０１３４】
本実施例によれば、ネットワークに接続されているプリンタ１００ａ、スキャナ２００ａ



(15) JP 4822602 B2 2011.11.24

10

20

30

40

50

を使用して印刷等のデータ処理を行う場合、スキャナ２００ａが課金処理を行うか否かを
示す情報を、プリンタ１００ａに通知し、また、この通知された情報を受け取り、スキャ
ナ２００ａが課金処理を行うか否かをプリンタ１００ａが判別し、この判別結果に応じて
、プリンタ１００ａが課金処理を行い、または行わないように制御するので、プリンタ１
００ａと、スキャナ２００ａとのうちの少なくとも１つの装置が課金機能を有していれば
、上記データ処理に対して、適切な課金を行うことができる。
【０１３５】
さらに、本実施例によれば、スキャナ２００がスキャンした原稿の枚数、プリンタ１００
ａが印刷した画像の枚数等に応じて課金額を求め、この求めた課金額で課金するので、上
記各実施例で得られる効果に加えて、スキャン枚数、スキャンが白黒で行われたかカラー
で行われたかを示すスキャンの種類、印刷枚数、印刷が白黒で行われたかカラーで行われ
たかを示す印刷の種類に応じて課金することができる。
【０１３６】
なお、本実施例においては、図７に示すように、スキャナ２００ａが、スキャナ２００ａ
の課金機能の有無をプリンタ１００ａに通知し、スキャンによって得た画像データに、画
像処理をし、この画像処理された画像データをプリンタ１００ａへ転送し、課金処理等を
行い、また、図９に示すように、プリンタ１００ａが、スキャナ２００ａの課金機能の有
無を示す信号を受信して、スキャナ２００ａが課金機能を有するか否かを判別し、この判
別結果に応じて、課金処理等を行うようになっているが、課金機能の通知動作等を、プリ
ンタ１００ａとスキャナ２００ａとの間で交換してもよい。
【０１３７】
すなわち、プリンタ１００ａが、プリンタ１００ａの課金機能の有無をスキャナ２００ａ
に通知し、スキャナ２００ａから送られてきた画像データを受信し、上記受信した画像デ
ータを印刷し、課金処理を行い、また、スキャナ２００ａが、プリンタ１００ａの課金機
能の有無を示す信号を受信して、プリンタ１００ａが課金機能を有するか否かを判別し、
この判別結果に応じて、課金処理等を行うようにしてもよい。
【０１３８】
［第７の実施例］
第６の実施例では、プリンタ１００ａからスキャナ２００ａに通知する課金情報として、
リモートコピーが白黒プリントで行われるかカラープリントで行われるかという情報等を
通知しているが、第７の実施例では、具体的な金額を通知するようにしてもよい。この場
合、スキャナ２００ａは、プリンタ１００ａから通知された課金情報に含まれる上記金額
と、自機の課金情報を利用して最終的な課金額を決定する。
【０１３９】
また、スキャナ２００ａからプリンタ１００ａに通知する課金情報として、リモートコピ
ーにおけるスキャン回数の情報等を通知しているが、第７の実施例では、具体的な金額を
通知するようにしてもよい。この場合、プリンタ１００ａは、スキャナ２００ａから通知
された課金情報に含まれる上記金額と、自機の課金情報を利用して最終的な課金額を決定
する。
【０１４０】
このようにしても、プリンタ１００ａと、スキャナ２００ａとのうちの少なくとも１つの
装置が課金機能を有していれば、上記データ処理に対して、適切な課金を行うことができ
る。
【０１４１】
なお、上記各実施例では、スキャナとプリンタにおけるリモートプリントを例に説明した
が、上記各実施例は、スキャナ、プリンタ、これらの装置以外のデータ処理装置（たとえ
ばファクシミリ装置、コンピュータ、サーバ）を２つ以上組み合せてデータ処理を行う場
合にも適用することができる。
【０１４２】
【発明の効果】
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　本発明の請求項１、６に記載の発明によれば、他のデータ処理装置が読み取った画像を
データ処理装置において印刷する場合に、画像を読み取る他のデータ処理装置が課金機能
を有する場合は自装置の課金機能の有無に係わらずに他のデータ処理装置に優先的に課金
処理を行わせ、自装置での課金処理を禁止し、他のデータ処理装置が課金機能を有さず、
自装置が課金機能を有する場合は、自装置が課金処理を実行するので、確実に課金するこ
とができ、また、二重課金を簡易に防止することができる。
【０１４３】
　また、本発明の請求項２、７に記載の発明によれば、データ処理装置が読み取った画像
を他のデータ処理装置において印刷する場合に、画像を印刷する他のデータ処理装置が課
金機能を有する場合は自装置の課金機能の有無に係わらずに他のデータ処理装置に優先的
に課金処理を行わせ、自装置での課金処理を禁止し、他のデータ処理装置が課金機能を有
さず、自装置が課金機能を有する場合は、自装置が課金処理を実行するので、確実に課金
することができ、また、二重課金を簡易に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例であるリモートコピーシステムＲＳの構成を示す図である
。
【図２】第１の実施例において、リモートコピーを行う場合におけるスキャナ２００の動
作を示すフローチャートである。
【図３】第１の実施例において、リモートコピーを行う場合におけるプリンタ１００の動
作を示すフローチャートである。
【図４】プリンタ１００、スキャナ２００が行う課金処理の動作を示すフローチャートで
ある。
【図５】第３の実施例において、リモートコピーを行う場合におけるスキャナ２００の動
作を示すフローチャートである。
【図６】第３の実施例において、リモートコピーを行う場合におけるプリンタ１００の動
作を示すフローチャートである。
【図７】第６の実施例において、リモートコピーを行う場合におけるスキャナ２００ａの
動作を示すフローチャートである。
【図８】プリンタ１００ａ、スキャナ２００ａが課金処理を行う場合の動作を示すフロー
チャートである。
【図９】第６の実施例において、リモートコピーを行う場合におけるプリンタ１００ａの
動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１００…プリンタ、
１０１、２０１…ＣＰＵ、
１０２、２０２…ＲＡＭ、
１０３、２０３…ＲＯＭ、
１０７、２０５…Ｉ／Ｏ、
１０９…印刷部、
１２０…プリンタ制御ユニット、
２００…スキャナ、
２０７…画像処理部、
２０８…スキャナ部、
２２０…スキャナ制御ユニット、
３００…外部ネットワーク、
ＲＳ…リモートコピーシステム。
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